
事業報告概要書（公表版）
１　基本情報

施設名又はグループ名 指定管理者名及び団体概要

（団体の概要） 代表者：

指定期間 構成員：

H28.4.1　～　R5.3.31 　（7年間）

２　施設名 ３　収支（単位：千円）

収入　計
指定管理料
利用料金

支出　計
収支差

４　管理運営の概要

５　管理状況（維持管理）

実施方法：

武蔵野公園
浅間山公園
野川公園
狭山・境緑道
玉川上水緑道
武蔵国分寺公園

東伏見公園

六仙公園

７　入園者数の状況（単位：人）
施設名 当該年度 分析

武蔵野公園
浅間山公園
野川公園
狭山・境緑道
玉川上水緑道
武蔵国分寺公園
東伏見公園

六仙公園

合　計

日常の利用者数は増加傾向にあるが、感染症拡大防止のため大型イベントが中止になり、年間の利用者数は減少した。

日常の利用は増加しているが、感染症拡大防止のためスポーツイベント等が中止になり、年間の利用者数は減少した。

近隣住民による日常利用で賑わっているが、各種イベントが中止になった影響で年間の利用者数は減少した。

968,126
1,197,162

330,903

641,670

日常の利用は増加傾向にあるが、感染症拡大防止のため各種イベントが中止になり、年間の利用者数は減少した。

日常利用は前年同様に賑わいを見せているが、世の中がコロナ禍に慣れてきており、年間の利用者数は減少した。

自然観察センター改修による閉園と、コロナ禍によるBBQの利用や各種大型イベントが中止となり、利用者数は減少した。

ジョギング等の日常利用は多いが、コロナ禍当初ほどの勢いはなくなり、前年度より減少した。
人通りが少ない平日を中心に作業をし、計測したため数値に変化が見られたが、令和2年度同様の利用者が見られた

768,724
169,930

2,184,989
1,630,869

６　利用者アンケート結果

522,356
内
訳

502,489 522,356
0 0

武蔵野公園、浅間山公園、野川
公園、狭山・境緑道、玉川上水
緑道、武蔵国分寺公園、東伏見
公園、六仙公園

前期の基本理念「人・自然・まちが元気になる公園づくり」を継承し、産官学民との協働により推進してきた「むさしのパークイニシア
チブ」をさらに進め、新たな視点として「CHANCE IN THE PARK」を掲げることにより、公園利用の可能性をさらに広げることができた。
重点的に取り組む3つのチャンスは、①「より多くの人々と新たな連携を進めるチャンス」、②「公園を使ったライフスタイルやコミュニ
ティを広げるチャンス」、③「次世代へつなぐ誇りと愛着を育むチャンス」で、チャンス①を実現するために、国分寺崖線に関係する産
官学民24団体が参加した「第2回はけの自然とくらしのオンラインフォーラム」を開催。地域で課題となっているナラ枯れの取組みの情報
交換と具体的なアクションを共有し、広域連携が拡大した。また、西武鉄道とJRの共催イベント「“新線誕生!?リアル電車ごっこ『JR 西
武中央多摩川稲城鉄道』」への初連携が実現。公園周辺の5つの駅で駅員が公園冊子をイベント参加者に配布したほか、野川公園自然観察
センターでは関連イベントも開催し、鉄道企業との新たな連携が生まれた。チャンス②を実現するために、五感を使った自然の楽しみ方
を紹介する「公園を楽しむPLAY BOOK」を初発行し、ウェブサイトでも公開。新しい日常の中で気軽に自然遊びを楽しむための内容で、親
子層の利用促進につながるとともに多数の連携企画が実現した。また、「防災」「プランツ」をテーマに、公園の楽しみ方を発信する
「むさしのパークライフマガジン」を2種合計12000部発行。武蔵国分寺公園では、「あったらいいなをみんなでつくる公園プロジェク
ト」として初開催となる親子イベント「お散歩ビンゴで秋を楽しもう」や、屋外アートイベント「てのわ森の中美術館2021」を開催する
など、新しい生活様式を踏まえた公園の利用、地域の魅力向上の提案を実施した。チャンス③を実現するために、急速に拡大したナラ枯
れ病の対策を複合的に行った。短期対策では、枯死木の伐採や市民協働によるトラップ設置を、中期対策では東京農工大学の4公園でのブ
ナ科樹木の全木調査結果を踏まえた伐採更新計画の策定を、長期対策では市民参加型森づくりイベントを開催し、都市に残る雑木林環境
を次世代に継承する取組を推進した。

1.生物多様性の保全に配慮した維持管理の実施
生物多様性を保全するため、水辺環境の再生に取り組んだ。武蔵国分寺公園では、専門企業と連携したプランクトン調査結果に基づき水
質改善を実施したことで、絶滅危惧種オシドリやマガモが5年ぶりに飛来するなど成果が表れた。また、動植物のモニタリング結果を踏ま
えた計画的な水辺改善のための維持管理作業を実施。野川公園では、池に過剰に繁茂した植物の除去により、池の貯水量が大幅に回復し
たことで、絶滅危惧種ニホンアカガエルの産卵数が昨年度比2倍以上、過去最高の100個超となった。浅間山公園では、池の水を抜いて外
来種の駆除と過剰に繁茂した植物の除去を行ったことで、同公園内で貴重な水辺環境を再生し、絶滅危惧種アズマヒキガエルの産卵を初
確認した。約50年ぶりの確認となり、姿を消しつつあった両生類を復活させることができた。武蔵野の自然を未来に継承するため、水と
緑の質を向上させ、エコロジカルネットワーク構築を強化することができた。動植物モニタリングの成果で希少種データベースは全部で
144種（2021年4月に見直された東京都レッドリスト2020をもとにした数字。東京都レッドリスト2013をもとにした昨年までの数字とは単
純比較はできない）となった。
2.安全で快適な利用を支える維持管理
公園情報を一元管理する為に独自に開発を進めてきた「パークモニタリングアプリ」の活用推進と改修を実施。蓄積されている情報は傾
向の分析に活用し、効率的な維持管理、予防保全の取組みにつなげた。また、日々の日報と月次報告書が出力できるようにシステムの改
修を実施。蓄積情報の増加と業務効率化につなげた。各公園においては維持管理品質向上の取り組みを実施。パークスキャンではスタッ
フ全員で危険個所の摘出と検証を実施し、予防保全の取組みにつなげた。また、ランドスケープパトロールでは、長期的な視点で植栽の
目指すべき姿を検討。複数年管理する指定管理の利点を生かし、美しく風格ある景観づくりにつなげた。また、安全な維持管理作業の推
進のために維持管理担当者全員が揃い、安全会議を実施。草刈り作業の実技講習、公園内での安全運転、脚立を使用した安全作業などを
テーマとして開催し、安全意識を高めたことで関連事故ゼロにつなげた。

502,489

武蔵野の公園グループ

令和３年度 令和２年度 公園別支出額
項目 金額 金額

（指定管理者名）　西武・武蔵野パートナーズ

西武造園株式会社

ミズノスポーツサービス株式会社、NPO法人NPO birth、

一般社団法人防災教育普及協会

・武蔵野公園：  107,654,954円・武蔵国分寺公園：75,877,407円
・浅間山公園：    13,413,101円・東伏見公園：      12,408,221円
・野川公園：     181,762,631円・六仙公園：         11,678,411円
・狭山・境緑道：49,301,729円
・玉川上水緑道：50,392,547円

502,489 522,356
0 0

4.7 4.5 4.5 4.5 4.5

職員の
応対

施設名
総合

満足度
植栽
管理

施設の
清潔さ

安全
・安心

4.8 4.6 4.5 4.5 4.5
4.6 4.2 4.4 4.2 4.5

4.6 3.8 4.2 4.1 4.5
4.5 4.2 4.2 4.2 4.4

4.3

7,892,373

4.7 4.6 4.5 4.5

4.5 4.3 4.2 4.2

4.7

4.7 4.4 4.5 4.5 4.2

公表様式
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